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研究課題 自己愛に関する心理学的研究 

研究キーワード 
自己愛・承認欲求・イン

テグラル理論 

当年度計画に対す

る達成度 

3.概ね順調に研究が進展し、一定の成果を

達成したが、一部に遅れ等が発生した 

関連する 

SDGs項目 

4.質の高い教育をみん

なに 
該当なし 該当なし 該当なし 

１．研究成果の概要 

本研究では、まず自己愛や承認欲求に関する文献調査、および自己アピールや自己呈示に関する文献調査を

行った。特に、インテグラル理論が本研究にとって有用な理論的枠組みの一つとすることができることが示さ

れたため、自己愛と承認欲求についてインテグラル理論を用いて検討を行った。 

不健康な自己愛とは「他者からの評価に対する執着」でとらえることができるが、これは承認欲求と関係が

深いことが考えられる。しかし、これまでこの承認欲求と自己愛との関連については明らかになっていない。

これに関して、Wilber のインテグラル理論では、人間の意識は利己的段階、自集団中心的段階、合理性段階、

相対主義型段階と発達していくことが示され、さらに Gardner は、人間の発達とは自己中心性が減少してい

くことと考えられると述べ、自己愛の減少と意識の拡大のプロセスとして発達を捉えている。つまり、発達に

従って自己愛が変化し、それに伴い承認欲求の対象や強さが異なる可能性が検討された。そのため、承認欲求

と不健康な自己愛との関連、およびその不健康な自己愛の克服過程を、インテグラル理論から検討をすすめて

いく意義が見いだされた。 

 

２．著書・論文・学会発表等（査読の有無及び海外研究機関等の研究者との国際共著論文がある場合は必ず記載） 

【論文（査読あり）】 

特になし 

【著書・論文（査読なし）】 

特になし 

 

【学会発表等】 

特になし 

 

３．主な経費 

研究のための書籍の購入、データの処理をするためのパソコンと印刷するためのプリンタ 

 

４．その他の特筆すべき事項（表彰、研究資金の受入状況等） 

特になし 

 

（本文は 2ページ以内にまとめること） 

 

 


